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刊

す
る
ま
は

札

性

機

女

を

は

等
紙

平
本
と

全
国
婦
人
新
聞
回
覧
表

@現金・切手・横谷

で前納

世置話

1年 3.000円
(郵送料とも)

サ
ー
ク
ル
内
で
回
覧
す
る
折
の
捺
印
欄
で
す

f月3回発行10日・ 20日・ 30日)

主
婦
の
友
ビ
ル

も
少
な
く
な
い
と
い
う
。
女
性
が
繍
利
を
主
張
す
る
時
、
結
抑
制
は
法
廷
に
川

持
ち
込
ま
れ
る
場
合
が
、
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
多
〈
な
る
だ
ろ
う
。
心
配

川

に
な
る
の
が
弁
授
士
授
用
の
問
題
で
も
あ
る
の
だ
が
、
そ
の
点
も
、
こ
の

川

法

律

事

務

所

は

気

安

〈

相

川

談
に
応
じ
一
応
の
メ
ド
を

川

つ

け

て

く

れ

る

の

だ

。

山

一

一

法

律

版

H

駆
げ
ζ
み
寺
H

と
で
も

川

一

一
形
容
し
た
く
な
る
、
女
性
に
と
っ
て

川

一

一
は
心
強
い
法
律

m務
所
が
東
京
に
あ

川

る
。
神
田
駿
何
台
の
主
婦
の
友
ピ
ル
二
階
に
あ
る
知
人
総
合
法
律
相
談
室

川

で
あ
る
。
開
設
以
来
十
三
年
。
六
人
の
女
性
弁
般
十
が
、
が
っ
ち
D
チ
l

川
ム
を
川
組
ん
で
、
女
性
の
H

助
っ
人
H

と
し
て
活
開
削
し
て
い
る
。
評
判
を
間

川
い
て
泣
く
、
東
北
地
方
や
関
西
・
四
国
方
同
か
ら
も
相
談
に
訪
れ
る
女
性

一
一
婦
人
総
合
法
律
相
談
室
一一

昭和53年 3月ユO 目

、、
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♂ア
J

フ
〆

弁
護
士
が

rえ

(通巻524号)

つ

フ

ム

ねO

カミ

ち
り
ス
ク

(昭和46年 7月初日発行第3種邸便物認司)

も
の
を
し
う
日
年
の
実
績

、

お給料日まて;ね、

(金曜日)

、古

(ユ)

言潮堤

室
津
市
観

議

EB璽-

かわいい妹さんのためでも、

余裕がないt、二つ返事とはL、きません。

こんな時、総合口座の定期預金にお預けがあれば、

いつでも定期預金の90%最高100万円まで(1闘を恒慌に)借りられますL

たとえば50万円なら、 90%の45万円まで借りられますL

妹きんの願いも聞いてあげられて、兄1'tの権威もf呆たれますL

イサ.という時、三菱総合口座の定期預金。

期間は1年 (年平'16.75%)と2年 (年平'17.00%)がありますL

この際、ご自分のためにも定期預金をふやしておきません骨二

・ただ今、普通預金の利息を通帳に

ご記入しておりますLおついでの折に通帳を窓口にどうれ

然~ ~ 気さくな銀行一一一ー

の開制
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こ
こ
ま
で
の
過
程
を
み
て

点
が
線
に
そ
し
て
形
が

心
身
障
害
児
の

タま
と
め
展
ψ

安司f"^来斤l'in国壬"'"{出3種郵低吟"詔可)(亜笹524号)第ユ89号 (2 ) (金咽日)昭和53年 3月ユ08ぎを 第ユ89号

そ
も
結
婚
と
ほ
何
ぞ
や
?

グ
型
ど
お
り
グ

ー---A

新分野を開きつつ

2年の約束が25年

%、

「払の財産は毛デルさん遠目と中路社畏

い
う
と
と
で
:
」

『
琵
亮
』
が
障
上
で
初
白
モ
デ
ル

野
山
喧
行
っ
た
の
が
二
十
八
年
。
な

ん
と
、
二
千
五
円
名
目
応
醇
請
が
押

し
か
げ

τき
た
。
九
十

一
名
を
前
一

期
生
と
し
て
眼
用
.
ま
っ
た
く
期
間

抽
白
世
主
連
に
控
き
方
、
手
の
聞
か

し
方
な
ど
、
モ
デ
ル
と
し
て
白
基
本

指
噂
を
や
っ
た
由
は
押
踊
廷
の
伊
嘩

私
が
国
『
す
る
こ
と
に
な
っ
た
白
で

す
」
亜
印
白
赤
い
散
は
己
己
で
結
ぼ

れ
た
即
け
だ
。
仕
市
は
い
〈
ら
で
も

あ
っ
た
。
新
ジ
ベ
ン
ル
白
珊
輩
、
パ

イ
オ
ニ
ア
と
し
て
町
却
も
し
ろ
味
は

古
門
出
マ
リ
等
々
ス
タ
!
モ
デ
ル
を
育

て
、
二
年
白
約
剥
が
い
つ
白
聞
に
か

二
十
五
年
を
過
ぎ
正
ー
っ
と
し
て
い

る。
雪
プ
ル
輩
出
円
も
者
し
い
変
化
を
品

に
反
発
し

0
0回
を
こ
え
た
継
続
討
論

歩調'".-"、南千't5fJ国(企晦日)昭和53年 3月ユ08(3) 

にぎわう即売コナ

手帳

=:a 
、，

'いっl也、白メルヘン手誼{入賞)

堂
島
区
の
場
合

型
同
区
内
に
は
口
閉
症
、
て
ん
か
ん

ダ
ウ
ン
匝
と
い
っ
た
瞬
間
由
、
首
出
世

再
午
不
良
の
昨
白
刊
で
一
学
問
に
行
け
な
い

子
、
僻
聴
な
ど
白
ハ
ン
デ
ィ
を
刊
由
っ

た
子
供
た
ち
の
た
由
に
特
別
な
宇
腕
が

あ
る
a「

お
く
れ
た
苧
門
を
よ
ぐ
す
る
学

蹴
」
「
丘
町
き
E
え
を
よ
く
す
る
学

融
」
「
附
陪
を
お
ち
つ
か
ぜ
る
字
組
」

「
軍
出
に
訪
問
し
て
学
問
す
る
学
制
」

と
同
つ
の
抑
制
由
学
輯
が
九
つ
の
小
学

世
に
腔
け
ら
れ
て
い
る
.

〈
阿
民
帽
、

大
車
台
、
地
三
、
長
崎
、
型
町
、
千

川
、
雑
司
缶
、
時
間
、
H
白
小
学
位
)

グ
ま
と
め
艮
H
は
十
四
宇
眠
、
九
十

九
人
白
児
山
が
作
品
や
ノ
l
ト
を
出
品

し
て
い
る
が
、
己
白
よ
う
に
、
あ
ら
必

る
帥
同
開
前

一
世
に
作
品
を
出
せ
t
白

も
闘
再
訂
向
上
白
期
榊
や
鯛
附
が
大
き

い
か
p

詔九

AJ5.

唖
届
医
学
詰
雌
で
は
「
院
と
し
て
は

十
四
年
前
か
戸
し
て
ま
す
が
、
今
凪
は

と
〈
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
ヨ
ジ
オ
な
ど

匝
っ
て
口
伝
に
力
を
人
れ
手
レ
た
@
で

も
予
一野
と
し
て
は
一
ニ
O
万
円
も
あ
品
は

十
丹
で
会
ま
ず
し
、
財
政
的
に
離
し
い

と
い
う
乙
と
は
な
い
と
思
い
$
$
3
.
や

は
D
鞭
助
川
悼
の
先
雫
方
削
、
自
丹
田
空

間
ち
だ
け
で
な
〈
、
出
自
聞
芭
児
の
巴

と
も
熱
心
に
E
え
て
い
る
か
ら
で
し
ょ

う
ね
」
と
い
う
。

型
凶
M
に
は
、
-
心
身
聞
曹
m
y
J
ぞ
か
か

え
た
父
母
が
相
惜
ず
る
岨

『敦
街
抽
出

ふ主
』
が
あ
る
。
E
E
で
相
HM
を
空
げ
た

ゴマメの由ぎしりといわれてもポクは聞
い続けます と村亜さん

日
本
婦
人
有
権
者
同
盟

日
本
民
主
婦
人
の
会

得
が
た
い
勉
強
の
場

ま
ざ
ま
な
凪
問
に
盟
切
て
い
ね
い
に
告

え
て
く
れ
る
の
で
な
か
な
か
併
叫
岳

た
と
え
ば
こ
白
H
は
、
商
祉
ζ

広
帽

業
会
と
白
四
回
点
が
行
わ
れ
た
が
、
問
主

の
部
を
白
ぞ
い
て
み
あ
と
l
l

民
揮
副
会
民
、
日
本
ロ
刷
会
村
上
区

報
部
長
白
眼
鼎
の
あ
と
E
n
E
と
闘

す
る
ス
ラ
イ
ド
が
映
し
山
さ
れ
た
i

己
れ
は
J

宮
下
十
八
生
か
「
質
射
と
国

民
性
拍
」
を
テ
1
マ
に
卒
業
論
《
を
ま

と
め
る
と
い
う
矧
玉
、
、
そ
白
過
時
を

ス
ラ
イ
ド
に
ま
と
め
た
も
自
で
、
卒
論

。
仕
上
D
に
つ
れ
て
肱
合
商
社
白
幡
出

が
だ
ん
だ
ん
山
か
に
さ
れ
て
い
く
。

有
柏
、
既
配
、
耐
過
白
間
固
な
ど
を

眠
り
込
み
な
が
ら
、
副
島
と
い
う
も
白

が
P
ん
な
形
で
進
め
ら
れ
て
行
〈
白

か
、
な
μτaく
到
に
は
い
る
。

ス
ヨ
イ
ド
で
基
礎
的
な
知
措
砂
訂
憎
た

あ
と
、
丸
紅
、
一
ニ
弁
明
臣
、
住
友
商
岨

白
広
報
関
係
副
長
が
買
臨
O
仕
哩
L
た

ず
さ
わ
っ
て
い
る
立
掛
か
ら
、
車
か
な

桂
馳
歩
草
と
に
兵
庫
的
立
脱
凹
を
加
え

て
〈
れ
る
。

車
肢
は
国
旺
活
苦
。
間
賞
者
聞
か
ら

択
々
と
閏
間
山
閉
山
さ
れ
る
、
「
プ
ラ
ン

ト
輸
出
に
つ
い
て
」

「
円
高
間
弓
L
つ

い
て
」
主
M
O
立
場
か
ら
な
か
な
か
鋭

い
問
い
が
川
び
、
と
れ
に
各
田
川
当
者
が

ず
い
ね
い
に
乱
い
え
て
い
た
。
骨
髄
い
勉

強
白
揖
で
あ
っ
た
.

第
何
回

消
費
者
供
給
者
会
議

梢
山
首
出
柏
行
セ
ン
タ
ー
主
旺
、
揮
一
間
此
信
と
供
時
打
が
担
任
い
目
出
削

ハ
十
六
回
刑
政
指
供
柏
村
士
摺
か
4

一
H
月
一
を
即
時
る
た
め
に
、
時
肖
月
、
続
け
ら
れ

二
十
七
H
ハ
月
)
午
世
一
堕
ニ
十
竹
か
一
て
い
る
己
の
会
描
、
地
味
だ
が
業
界
白

ら
み
用
組
面
白
由
工
担
行
中
央
金
山
じ
一
代
μ

主
将
炉
出
席
し
梢
剖
省
側
と
L
て
山

閉
会
調
帯
有
、
剛
附
さ
れ
た
門
写
真
」
。
一
席
し
て
い
る
輩
出
の
主
婦
な
ど
白
、
さ
a--m 

よ''i't/ 

八
八
O
円
)

今

週

の

レ

コ

ー

ド

売
上
げ
ペ
ス
ト
叩

円
3
月
8
日
D
サ
チ
社
副
ベ
)

①
カ
ナ
ダ
か
ら
の
手
紙
(
平
用
口
晶

-

畑
中
型
子
)

②
サ
ム
ラ
イ
岳
山
田
研
一

一U

軍
U
F
O
門
ピ
ン
ク
・
レ
デ
ィ
ー
)

申
冬
削
岩
る
ω
L
(紙
ふ
う
ぜ
ん
)

⑤
迷
い
週
(
担
辺
真
知
子
)

@
乙
女
匝
宮
(
山
口
口
車
)

但
冬
也
捕
型
(
ア
リ
ス
〕

畳
わ
か
む
っ
た
〔
中
砂
お
き
)

也
出
歌
チ
ャ
ン
チ
ャ
カ
チ
ャ
ン
(
平

野
雅
昭
)

世
相
官
匙
れ
〈
野
口
五
回
)

円
高
間
師
、
い

軍
司
ろ
い
ろ
油
品
さ
れ

~J
I

--
桝
脱
さ
れ
て
は
い

:
ま
す
が
、
モ
れ
が

寸
1
4

師
口
の
問
、
担
し
白

rrs

巾
に
、
ど
っ
出
冊
目

一
し
、
ど
白
よ
う
な

メ
リ
y
ト
や
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か

と
い
う
制
定
か
b
、
も
う
}
旧
日
吟
え
て

み
ま
し
ょ
う
。

円
町
と
は
、
日
本
白
油
田
で
あ
る
円

を
外
同
由
通
肩
、
た
と
え
ば
ド
ル
と
吏

換
す
る
聞
に
、
以
削
に
は
一
二
円
円
配
度

が
一
J
に
相
当
し
て
い
た
も
の
が
、
二

百
五
十
川
和
H
肢
で
一
μ
下
浸
伊
ゼ
き
る

よ
う
に
な
っ
介
、
つ
ま
り
五
十
円
ほ
ど

外
向
に
対
す
る
円
白
川
値
が
各
市
っ
た

と
い
う
こ
と
な
の
君
す
.

ま
ず
、
府
外
で
ド
ル
で
虫
一
ポ
さ
れ
る

刊
品
制
格
を
是
え
な
い
掛
合
、
円
高
に

な
る
に
つ
れ
て
附
人
間
栴
は
干
が
る
と

い
雪
山
口
に
な
り
ま
す
。

当
時
的
問
者
物
川
を
引
き
予
が
る
は

ず
だ
と
い
う
ζ
と
空
ず
。

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
と
ζ
ろ
、
そ

白
抵
伺
は
あ
ま
り
な
い
.
伺
植
な
の
で

し
ょ
予
ジ
か
。

∞
日
本
白
輸
入
由
大
部
汁
が
叩
出
、

拡
有
朋
と
い
っ
た
臥
材
料
で
あ
る
。
円

高
に
な
っ
て
か
ら
型
的
し
、
輸
入
し
た

と
し
て
も
、
日
本
に
到
有
し
、
駅
削
柿
閉

が
何
M
同
附
も
の
加
工
を
科
て
、
関
川
右

目
手
に
置
る
ま
で
に
は
半
年
か
ら
一
年

く
ら
い
か
か
る
。

そ
白
川
に
円
高
メ
リ
ッ
ト
が
か
な
D

mゆ
h
れ
て
し
$
言
。

宰
ま
た
岨
品
um
M
刑
は
尚
品
目
制
掛
に

よ
っ
て
悟
開
さ
れ
る
。

例
え
ば
国
開
相
崩
由
高
瞳
に
よ
る
コ

l
v
T
白
凪
上
D
な
ど
。
品
円
相
揖
白

円
高
が
す
ぐ
に
小
企
画
暗
L
は
ね
返
ら

輸
入
業
者
。
乏
も
と
が
つ
る
お
う
。
辿
と
に
な
っ
て
も
、
そ
白
刑
先
を
メ
ー
カ

に
輸
出
出
血
盛
業
は
古
田
に
陥
っ
て
い
l
に
評
レ
つ
け
る
わ
げ
に
は
い
か
な
い

る
と
い
う
乙
と
な
白
で
す
が
と
つ
で
し
仕
組
み
-
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

ょ
う
か
。

ま
た
円
帽
を
吟
岬
噂
し
て
現
地
の
対
日

日
本
白
桔
輸
入
心
的
半
分
を
由
っ
て
輸
出
耐
出
を
引
き
上
げ
て
〈
る
ょ
っ
な

い
る
掛
合
商
社
白
塑
『
輸
入
に
よ
る
酬
も
あ
亘
ま
す
.

品
開
差
益
(
油
田
宮
揮
に
お
い
て
、
同
た
だ
し
、
陣
留
が
い
ろ
い
ろ
あ
る
に

高
の
た
め
に
主
ず
る
利
砧
)
は
期
通
b

し
て
も
、
従
単
よ
り
閣
官
に
輸
入
で
き

し
て
耐
川
町
宮
町
手
も
と
に
流
れ
こ
み
、
る
と
い
う
ζ
と
は
、
多
〈
を
輸
入
に
位

輸
出
に
よ
る
品
自
主
抑
は
総
合
酎
也
自
存
し
て
い
る
日
ぶ
に
お
い
て
は
、

国
民

予
想
利
他
に
く
い
こ
む
と
い
う
形
に
な
住
活
に
ゆ
と
D
を
坐
ず
る
材
制
に
な
る

っ

て

い

ま

す

。

わ

げ

で

、

円

高

田

肝

悟

酬

は

ゆ

っ

く

り

具
体
的
に
い
い
ま
す
と
、
閉
肘
糾
の
と
で
は
あ
る
が
曲
岨
耐
に
者
れ
て
き
て

附
人
に
つ
い
て
は
組
合
岨
壮
は
輸
品
ゃ
い
ま
す
。

手
枕
き
を
代
行
す
る
杷
け
。
さ
て
、
で
は
同
高
に
よ
る
利
益
が
、

円
宅
ん
に
問
え
、
ド
ル
委
幹
レ

由
民
岨
商
白
ど
の
よ
う
な
分
野
幸
つ
る

ず
る
の
は
吋
世
主
メ
カ
!
と
い
う
己
お
し
て
い
る
心
か
。
日
本
自
制
作
お
岬

と
。
輸
出
白
費
母
、
先
霊
の
沼
官
在
(
別
さ
を
苦
3

ま
で
に
.

海
外
白
記
事
レ
先
に
代
わ
っ
て
、
地
合
目
口
相
会
』
丘
と
企
附
庁
調
古
川
の
項
目

岡
山
勘
日
本
白
メ
ー
カ
ー
に
代
虫
の
相
問

一
殺
し
て
い
る
ヒ
ハ
品
同
に
つ
い
て

吋
部
分
を
副
相
す
る
幅
引
制
習
L
な
っ
円
高
劫
出
白
反
映
度
合
い
を
A
B
C
D

て

い

ま

す

。

四

段

階

に

什

け

て

開

べ

て

み

た

も

の

で

世
っ
て
削
制
企
を
払
っ
て
か
ら
円
高
す
.

に
な
り
、
ド
ル
白
手
配
り
聞
が
掛
る
こ

一
1
、
円
H
V
L
輸
入
間
格
一
企
剛
庁
品
五
一
貫
討
会
調
丘

一2
、
小
売
価
格
一
(
臼
f
T
o
H
ポ
し
ら
ベ
)
一
(
同
十
て
月
末
し
ら
ベ
)

一l、

4

(

下
前
)
一
東
川
市
、
木
町
一
ま
ぐ
ろ
、
え
ぴ
、
裕
也
生

A

一

一

一

木

師

、

食

肉

四

五
品
ウ

一2、
L

一

一

イ

ス

キ

!

、

永

ク

タ

イ

一
l
J
2
5
一
川
河
内
一
げ
作
品
7
一
パ
ナ
ナ
、
レ
モ
ン
、
グ

一
L

一
永
ク
タ
ィ
、
白
山
門
川
引
一
L
W
U
プ
フ
ル
ッ
、
取

-

i

J

-

h

一
列
目

一

一

r

M

一

一

一

え

び

、

た

己

、

パ

ナ

ナ

一

ヨ

う
一
1
?
一
信
油
、
コ
ー
ヒ
ー
、
一
コ
ー
ヒ
ー
、
チ
ョ
コ
レ

〈
一
:
、
一
チ
=
コ
レ
1
ト
、
高
佑
一
、

一2

?

一

年

一

i
}

一l
、
4

一
ま
ぐ
ろ
、
チ
ー
ズ
一
た
こ
、
世
間
油
、
チ
!

〉

一

一

一

一2
、
T

一

一

ズ

A
制
型
白
用
加
、
C
D
鼠
型
白
眼
少
が
佐
H
さ
れ
る
P

(
社
〉
日
本
県
回
答
資
料
よ
り
e

じんわり
業種によりマチマチ

メリットば
な
い
掛
骨
も
多
い
.

霊
川
町
剛
心
部
品
岨
H
闘
が
、
日
本
は

拍
外
問
に
比
ぺ
て
U
買
い
叩
内
に
あ
る
白

で
ど
と
か
で
隈
取
さ
れ
る
叫
冊
州
市
も
あ

る
、
な
p
h
m
吟
え
ら
れ
ま
す
。

と
と
ろ
で
、
外
聞
か
ら
輸
入
し
た
品

物
を
世
誕
ど
お
り
の
師
桔
古
関
内
に
亮

る
と
す
れ
ば
、
円
高
に
な
っ
た
分
だ
け

as
-
Z
3
 

*

さ

に

つ

ら

ふ

と

は

色

づ

く

も

の

に

か

か

る

枕

川

、

そ

ん

な

形

符

が

ぴ

っ

た

し

の

う

す

く

ち

ヒ

ガ

シ

マ

ル

。

うすくちはl山もち控えめ!こお使いくださるように・.. 化
粧
品、

O*~ 
、...~

……ヒカシマル醤油

正
し
く
保
管
な
さ
っ
て
ま
す
か
?

-
極
端
な
温
度
差
の
あ
る
と
こ
ろ
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

た

t
え
ば
、
ス
ト
ー
ブ
の
そ
ば
、
窓
際
な
と
は
り
ま
し
く

な
い
呆
門
な
の
で
す
。
ま
た
山
川
町
世
な
く
な
っ
た
も
の

を
新
し
い
も
の
仁
作
し
て
い
勺
は
い
に
す
る
一
】
と

b
や
め
ま

し
ょ
-
フ
。

-
直
射
日
光
を
避
け
ま
し
ょ
う
。

化
杭
H
川
は
・
仰
射
日
光
を
き
ら
い
ま
す
。
は
の
あ
た
る
純
白

の
l
に
佐
べ
る
よ
う
な
宅
』

t
ほ
避
け
ま
し
ょ
う
。

-
化
粧
用
具
(
パ
7
や
ブ
ラ
シ
な
ど
)
は
い
つ
も
清
潔
に
。

洗
剤
を
ー
と
か
し
た
刷
る
ま
品
て
、
す
リ
川
北
レ
抑

L
花
、

令
す
れ
ば
前
引
に
よ
ご
れ
が
必
ち
ま
す
。
よ
〈
乾
カ
し
て

か
ら
他
い
ま
し
ょ
う
。

-
国
型
白
粉
の
上
に
セ
ロ
フ
ァ
ン
を
の
せ
て
い
ま
す
か
。

セ
ロ
フ
ァ
ン
が
む
レ
と
れ
府
に
山
脂
や
フ
ア
ウ
ン
一ア
イ
シ

ヨ
ン
の
州
会
っ
き
、
ぷ
刷
が
岨
〈
主
句
や
す
〈
「

t
れ
」
「っ

き
」
，
か
君
〈
な
る
守
』
と
が
あ
り
ま
す
。

・
赤
ち
ゃ
ん
や
子
ど
も
の
手
の
届
か
な
い
場
所
に
お
き

ま
し
ょ
う
。

化
柑
H
聞
の
ほ

t
ん
ど
直
体
内
に
入
っ
て
も
持
刊
の
心
配
の

な
い
こ
と
が
体
認
さ
れ
て
は
L
ま

す

が

も

L
Aっ
て
飲

ん
だ
り
宜
，
へ
た
り
し
た
と

3
は
、
ポ
ま
た
は
牛
乳
な
ど
を

飲
ま
せ
て
内
脊
物
を
う
す
め
て
や
る
の

b
よ
い
方
法
と
い

え
ま
し
ょ
う
@

濃
町
化
縫
a
回
全
正
し
〈
使
っ
て
い
た
ど
〈
た
め
の
ハ
ン
フ
レ
ノ
ト
コ
一んな

こ
と
あ
ん
な
こ
と
」
を
--
希
望
田
方
は
貸
主
堂
広
絡
?
凋
費
者
探
S

で
一
-
還
絡
く
だ
さ
い
a

酎
曲
白
書
加
者
は
そ
白
つ
ど
、
新
聞
一
ぅ
.

立

警

官

、

口

コ

ミ

で

聞

い

て

自

主

男

性

は

、

日

常

生

百

四

国

聞

を

見

て

一

一

す

ぐ

役

立

つ

に
、
回
ぶ
れ
な
〈
、
事
加
出
来
る
.
一
〈
れ
る
相
手
と
し
て
女
世
を
求
め
、
女

も

至

急

用

は

い

ら

な

い

・

六

一

草

生

活

白

室

長

多

号

車

:

女

性

の

年

金

七

人

白

時

一

も

十

五

人

〈

ら

い

の

時

も

あ

一

を

草

軒

互

い

う

パ

タ

ー

ン

は

い

閣

と

し

国

井

園

長

著

る

.

串

闘

が

、

結

聞

に

つ

い

て

白

#

正

一

て

究

明

と

し

て

亭

@

と

い

う

.

一

ー

を

撃

に

の

ベ

、

盟

担

届

し

き

一

と

く

に

、

女

性

は

、

プ

ヲ

ダ

ル

コ

内

容

は

関

す

る

ま

で

も

な

い

、
1

て
、
そ
の
時
々
白
眉
瑚
聖
プ
l
マ
に
自
一
マ
ー
シ
ャ
ル
に
理
吉
れ
て

g
は
福
田
ほ
一
、
H
H
M
H
H
O
M
H
H
H
H
J
一
パ
リ
題
唱
ど
お
り
で
あ
る
・

由
に
居
合
っ
て
い
る
・
だ
か
ら
、
喜
一
?
d
f
F
H
明
る
い
み
師
一
-
一
私
た
ち
は
日
曜
作
家
一
一
一
「
年
金
を
ど
う
つ
く
D

と
Z

や

は

出

示

。

習

は

苦

?

に

な

一

宮

イ

メ

ー

ジ

議

〈

雪

、

奪

三

-

E

Z

-

室

長

一

一

一

し

g

F

2

5

0

在

る
ζ
と
も
昔
、
指
震
が
な
い
と
い
百
と
い
う
作
君
臨
h
U
S
E
D
っ
か
一
二
H
H
H
“

H

H

H

~

一

2

8

塁

審

聞

を

き

有

利

に

主
む
君
。
し
か
し
、
勝
村
さ
ん
一
れ
て
い
る
と
い
う
。
一
【
長
支
て
い
る
と
と
、
宮
い
は
一
括
川
で
き
る
油
所
罰
」
と
い
う
の
が
キ

は
「
結
字
る
の
は
当
り
前
な
己
と
、
一
脅
さ
ん
は
「

rE掴
に
閣
す
と
ち
ょ
っ
と
め
ず
E
E
輸
な
ど
を
買
っ
ッ
フ
レ
ー
ズ
。

聞

と

い

う

芝

方

に

富

葬

っ

て

く

れ

一

号

、

実

年

お

な

く

葉

忠

一

軍

に

し

Z

示

、

で

き

れ

ば

柄

吉

一

書

は

占

蓄

基

長

暗

雲

間

日

本

人

は

H

桔

嗣

肝

き

D

E

L

-

間

電

ま

れ

る

。

一

が

え

ら

れ

な

い

」

と

お

ぞ

き

た

。

一

と

。

葉

県

用

章

一

つ

る

た

め

、

と

か

れ

ば

、

長

官

い

い

」

と

い

う

・

そ

し

一

閉

と

し

て

古

里

E

と

だ

と

空

け

人

了

て

括

ち

て

み

た

い

|

そ

う

且

つ

一

章

、

富

島

区

フ

ジ

オ

・

テ

レ

ピ

で

も

畑

τて
世
界
的
に
つ
と
に
有
名
な
白
芝
一
票

・
新

宿

に

住

む

藤

村

留

さ

ん

一

逆

に

そ

れ

が

措

空

間

間

選

ず

る

括

一

望

切

だ

官

、

と

い

っ

て

陪

晒

す

る

て

、

そ

白

中

の

一

人

で

も

桔

掘

の

一

恩

師

一

れ

る

凪

読

書

。

し

か

し

、

わ

た

し

た

E

2

る

人

は

少

〈

な

い

白

じ

三

間

述

、

相

著

書

っ

て

刺

広

〈

活

醐

四
一う
で
あ
る
g
E
十
ま
で
の
露
量
一
8
は
、
乙
E
た
n
風
間
M
に
疑
一
端
ど
な
っ
た
と
い
う
・
一
の
は
お
か
し
い
巴
と
だ
、
と

い

う

わ

け

草

院

が

主

正

て

み

ま

正

い

う

人

一

は

N

そ

の

護

'

を

こ

れ

か

ら

苦

ズ

一

な

い

か

と

雪

・

一

し

て

い

る

・

町

一

設

立

与

Eri--uuu一だi
z

-

-

ぃ

自

主

う

で

あ

一

い

訴

訟

げ

十

円

引

っ

己

一

缶

詰

諒

一

設

立

一

一

る

と

い

っ

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

に

〈

ら

べ

る

と

一

宮

、

結

官

需

主

し

航

空

一

世

れ

の

た

め

に

、

ど

う

い

う

盟

喜

一

古

車

婦

に

石

間

展

望

持

一

、

一

セ

グ

ク

ス

白

眉

E

る

固

桔

曜

か

ら

一

世

れ

で

も

、

白

煙

害

加

出

雲

己

一

ぃ

。

替

己

ま

れ

た

二

十

ha需品
一
世
を
、
そ
し
て
万
一
明
あ
る
時
司
酎
産
一

一

い

か

に

語

D

も

つ

言

語

強

一

吾

容

君

主

凶

一

暴

露

』
そ

一

ぶ

の

か

と

s

i

t

z

一

2

5

5

a

」

呈

そ

れ

が

第

一

目

。

そ

れ

か

争

え

ん

一

第

Z

2

担

、

サ

ラ

リ

ー

一

位

と

器

喜

出

品

ぜ

な

い

・

一

白

E

D

事

加

問

い

合

わ

革

委

一

は

葬

祭

な

小

T、
因

習

一

警

官

、

富

躍

で

も

雪

。

一

一い
闘
で
雪
か
わ
か
る
。
一
宵
回
以
上
開
は
て
い
る
。
一
結
婚
す
ゐ
と
い
う
E
と
由
民
、
理

由

一

び

か

け

た

a

一

え

ん

夏

十

周

結

憎

む

霊

高

一

言

、

0

1
、

主

川

喜

輩

、

教

一

あ

る

時

、

四

、

軍

人

室

長

時

グ

ル

一

ど

う

ぞ

。

一

白

ζ

内
容
も
い
ろ
い
ろ
だ
が
、
空
白
一
で
型
自
哩
な
の
革
、
い
か
に
も

酌
一

従
っ
て
、
結
措
ず
る
E
に
よ
っ
て
一
馬
主
主
主
開
ぐ
ら
い
官
一
が
わ
か
っ
て
E
な
い
」
l
つ
号
、
陪
一
十

一
月
の
訟
に
需
の
E
長
一
長
け
て
い
る
・
月
ニ
同
長
選
、
一
明
主
な
ど
さ
ま
さ
$
2
2
回
一
I
Z
君
し
た
時
、
ま
り
に
リ
ア
一
新
出
場
出
ニ
l
十
干
二
九
。
一
軸
苦
み
る
と
、
経
士
、
男
へ
ん
一
回
つ
つ
き
に
く
い
・
つ
い
霊
し
が
ち

針
一
は
じ
め
て
世
間
白
馬
夏
、
一
人
前
一
三
+
閥
定
か
け
て
、
世
相
官
、
一
軒
白
書
官
骨
門
身
で
解
明
で
塁
一
型
車
っ
て
持
っ
て
い
る
と
四
人
白
一
話
回
明
仙
振
興
会
耐
の
議
筆
白
石
司
れ
か
ら
高
年
季
語
に
わ
た
一
生
堂
昔
話
型
"
は
き
デ
が
友
田
は
、
一
干
一
日
g
Z
一
時
一
パ
I
、
停
車
教
師
、
高
岳
告
と
一
器
、
乙
白
在
響
さ
ま

E

躍
一
白
基
人
と
し
て
通
則
す
る
と
い
品
一

「遣
を
持
た
な
け
れ
ば
社
会
的
踊
一
け
れ
ば
詰
で
き
な
い
、
と
い
う
こ
一
人
記
っ
て
き
た
と
い
う

q

F

て
行
わ
れ
て
い
る
o

-

っ

て

い

る

。

よ

る

と

き

て

帰

っ

て

し

ま

っ

た

と

い

よ

ら

四

時

二

干

勾

一

己

主

主

要

宅

、

仕

宮

あ

い

一

い

て

は

こ

れ
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つ
い
昆
を
玉
み
入
れ
て
E
7
.
メ
カ
と
間
指
名
と
白
忠一
見

回

世

に

削

随

時

は

l

l

一

一

.

.

.

.

.
 
拙
す
人
明
と
か
で
世
直
で
し
ょ
う
か
。
削
車
以
来
w
物
の
院
は
伺
担
お
う
か
な
ん
て
、
拶
空
換
、
草
相
品
目
官
U
と
し
て
、

『
登
山
を
や
P
ま
す
』

土

-

-

・

耐
を
わ
か
せ
た
あ
白
雲
〈
る
川
に
人
を
?
と
い
を
拡
げ
て
し
ま
っ
た
り
を

-
Sナ
シ
ョ
ナ
ル
シ
5
1
ム
し

tて
、
昼
、
宗
一
体
国

一一

‘
園
署
も
u
'
簿

・
・
・
・
・
・
圃

人
/
う
と
と
を
M
M
H
白
畢
本
と
し
て
い
ま
今
興
味
を
も
た
れ
て
い
る
尚
品
に
や
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
ジ
ゴ
ン
内
に
四
を
利
泊
し
て
イ
ラ
ン
の
町
師
五
芋
メ

一一

、

樫

品

、

v
ph・
混
入
新
聞
を
お
み
す
ね
。
い
ろ
い
ろ
な
書
刷
制
を
興
は
、
ど
ん
苦
の
が
円
二
十
の
刑
判
事
担
セ
ン
タ
ー
を
1
ト
誌
に
較
す
る
と
い
う
。

日

幽
判
明
暗

側
、
4・
・
圃

せ
す
る
と
、
去
か
な
施
す
る
た
め
白
白
書
所
、
世
間

『
い

ろ

い

2

2

E
よ
F

一
品
、
設
問
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
盟
露
年
以
外
に
も
門
的
を
一も
つ
己
と
山

-F

d
F

禽
づ
じ
供
‘
.
.
 
園

女
ゑ
で
し
ょ
・
自
主
筆
答
す
る
E
D
松
下
電
話
、
宜
品
目
向
上
に
つ
れ
て
工
聞
に
き
て
い
る
わ
け
で
す
』

事
訓
告
れ
る
山
下
雲
氏
。
聞
き

z

-

-

d

E

汗

1
t
a---聞

き
〈
る
と
い
う
と
と
時
L
学
院
、
海
外
研
障
室
P
E
睦
ア
コ
ソ
や
調
理
用
電
器
削
背
問
阻
が
あ
っ
た
と
き
に
は
枕
き
寝
し
に
ま
さ
る
例
話
か
な
盟
主

Z

4
・
・
・
・
・

時

」

チ

4
ン
と
目
け
て
:
固
及
.
ピ
プ
オ
な
P
E
、
脚
売
を
前
び
入
D
せ
ず
荊
柚
的
に
除
聞
を
つ
き
と
さ
ん
の
よ
う
で
あ
り
ま
す
.
+
八
臨
府

z
a
-
-草し
て
ね
ま
い
そ
れ
と
5
2
パ
イ
オ
ニ
ア
る
よ
う
に
な
っ
て
1
t
Z
B
て
い
〈
壁
郡
メ
ー
カ
ー
に
と
っ
山
崎
日
明
。

ロ

直E

カヌには務鮮な空気ゑ波ーによりθこ:鰭riJ!で安

ガ
ス
の
あ
る
ゆ
た
か
な
暮
ら
し

お
宅
の
ガ
ス
器
具
は
元
気
に
活
躍
し
て

い
ま
す
か
。
新
鮮
な
空
気
を
と
り
入
れ

て
、
快
適
に
お
使
い
に
な
っ
て
い
る
こ

と
で
し
ょ
う
ね
。
新
鮮
な
空
気
は
、
い

わ
ば
ガ
ス
の
栄
養
源
。
い
つ
も
絶
や
さ

な
い
よ
う
に
十
分
気
を
使
っ
て
あ
げ
て

く
だ
さ
い
。
窓
を
閉
め
き
っ
て
し
ま
い

が
ち
な
き
ょ
う
こ
の
頃
、
換
気
に
注
意

し
て
暖
か
く
快
適
な
冬
を
ど
う
と

-
小
型
湯
沸
器
を
お
使
い
に
な
る
と
き

は
、
か
な
r
り
ず
換
気
扇
を
回
し
ま
し
ょ
九

も
し
換
気
扇
が
な
い
場
合
に
は
、

ら
ず
窓
を
あ
け
て
お
使
い
く
だ
さ
い
。

(
こ
の
場
合
、
連
続
日
分
以
上
の
ご
使
用

は
お
き
け
く
だ
さ
い
~
)

カ3

な

-
ガ
ス
ス
ト
ー
ブ
(
許
附
げ
)
を
お
使
い
に

な
る
と
き
も
、
換
気
を
お
忘
れ
な
く
。

万
一
、
異
臭
が
す
る
、
自
に
し
み
る
、
燃
え

方
が
お
か
し
い
、
と
い
う
と
き
は
、
い
つ
で

も
す
ぐ
お
近
く
の
東
京
ガ
ス
へ
ご
連
絡

，

、
J

-
E
・
、
。

〈
+
ι
J
C
I
U

浦利世主所世Q4BB(62)0111

機浜支社tt045(2SI)2l.f.1

港北世主所冒(I45(472)4911

川崎哲"所S制 4(722)1111

雌訳世茸所n<l466(26)0111

千!I;支柱ft(I472(42 )6121 

群馬支社tt0273(22)2523

熊谷支柱含0485(22)5171

宇都有正社'D'0286(21)7201 

H 立支社ft0294(22)4131

~， I!f主祉含。552(53)1341

長野支祉e0262(26)8161 

東京ガスでは地域ごとの

サーヒス主任が皆織のご相談を

承っておりますL何なりと

お気軽にご用命くだ<')Lも

i菜川世主所包 (63')1111 

浅草営業所倉 (842)0111 

大田官業所宮 (734)0111 

荏 i嵐官荒所n (784}l11l 
渋谷官業所官 (463)1121 

新宿営業所官 (342)0111 

世関谷官業所官 (426)Illl 

杉並官業F丹念 (396}Illl 

I川官業所古0425(24)2111

地袋官軍所定宝 (984)0111 

輯局官軍所冒 (934 )1181 

耳飾世業所古 (603)0361 
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2
、

教

育

訓

練

の

充

実

小
学
校
、
中
学
校
及
び
高
等
学
校
に

お
い
て
は
、
学
校
教
育
全
体
を
泌
し
て

男
女
の
平
押
お
よ
び
悶
死
の
即
解
・
協

力
に
つ
い
て
体
仰
さ
せ
て
い
あ
。
筏
術
、

家
陛
料
に
つ
い
て
は
、
五
十
一
年
十
二

ま
た
、
正
十
一
年
に
は
、
主
宰
の
一
月
の
教
行
混
じ
食
品
会
の

R
E
H山づ

一
部
が
改
H
さ
れ
、
離
婚
俺
も
引
き
枕
一
一
、
従
来
の

「
男
子
向
き
」
「
女
子
向

き
、
婚
姻
中
の
氏
を
祢
す
こ
と
が
で
き
一
き
」
の
Kuけ
を
版
D
や
め
、
相
互
に
選

法
政
務
噌
刷
会
民
法
部
会
身
分
法
小
安
一
ぁ
よ
う
に
な
っ
た
。
一
択
肢
降
で
き
る
よ
う
配
慮
し
た
。

員
会
で
は
家
業
家
引
に
お
け
る
い
附
人
一
労
働
関
係
法
令
に
つ
い
て
は
、
四
十
一

一

一

性

涯

教

育

の

充

実

の

た

め

に

は

、

①

の
働
き
を
話
す
る
方
向
で
器
財
産
一
同
年
以
米
労
働
霊
法
研
究
会
に
お
い
一
国
立
川
入
者
会
館
の
投
開
(
五
十
二

制
や
寄
与
分
に
つ
い
て
検
討
を
か
ぶ
一
て
、
労
働
集
法
警
の
実
情
お
よ
び
一
年
む
月
石
川
入
学
級
、
護
教
育
学

十
年
じ
月
に
巾
盟
号
室
し
会
一
問
題
点
に
つ
い
て
検
討
を
前
ね
て
い
一
級
、
乳
幼
組
長
、
護
教
育
(
幼
児

面
の
滋
見
を
県
加
点
し
各
方
山
の
宮
山
を
一
る
。
一
期
)
相
談
市
長
、
高
齢
差
輩
、
掛
川
笠
宮

求

め

さ

ら

に

検

討

を

加

え

て

い

る

。

一

一

-

一

数

奇

、

婦

人

芯

フ

ン
テ
イ
ア
活
動
促
進

寸
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
J
1
1
1
1
1
1
J
I
l
-
-
菜
、
間
人
教
育
指
摘
明
書
研
修
唱
業
、
帰

一

第

2
章

男

女

平

等

を

基

本

一

一

人

団

依

に

対

す

る

助

成

、

公

民

館

量

一

と

す

る

あ

ら

ゆ

る

一

一

備

充

実

等

の

選

考

わ

れ

て

い

る

。

一

ー

て
・

1
4
:
I
L
--4

一
一
高
等
教
育
専
門
教
育
の
都
大
の
た

一

分

野

へ

の

婦

人

の

一

一

め

、

放

送

大

学

の

創

設

器

、

公

開

講

一

1
1
}
1
2
3

一
一
座
の
盤
充
が
図
ら
れ
、
専
修
学
校
の
堅

一

参

加

の

促

進

一

一

備

が

進

め

ら

れ

て

い

る

。

ー
ー
ー
l
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
l
l
i
l
i
-
-白
一
職
業
教
育
訓
練
と
し
て
は
、
国
や
地

1
、

政

策

決

定

へ

の

参

口

一
め
て
少
数
で
あ
る
。
一
方
公
益
答
で
行
う
公
共
職
業
訓
練

ヵ
一
知
人
問
題
企
躍
進
本
部
で
は
、
互
に
お
い
て
、
婦
人
は
入
警
の
一
五

・

今
日
婦
人
は
社
会
の
き
の
分
野
に
一
十
一
年
二
尺
行
政
へ
の
姉
人
暮
闘
一
三
%
を
占
め
て
お
り
、
主
主
等
の
行

進
出
し
て
い
る
が
、
各
分
野
で
の
政
策
一
を
促
進
す
る
た
め
審
議
会
等
へ
の
婦
人
一
う
認
定
職
業
訓
練
に
は
約
一
万
人
が
参

方
針
の
決
定
書
す
る
婦
人
は
き
わ
一
の
章
、
女
子
公
富
豪
用
、
登
用
一
加
し
て
い
る
。
主
要
書
・
相
談

H
H
H
H
H
H
H
H
H
H叶一
一
等
に
つ
い
て
本
部
決
定
を
行
い
、
事
務
一
の
充
実
の
た
め
に
婦
人
就
業
セ
ン
タ
ー

総
理
府
は
今
年
十
一
月
、

「
婦
人
二
次
官
等
会
議
で
申
し
合
わ
せ
た
。
一
等
の
織
棋
を
鉱
充
強
化
す
る
こ
と
と
し

の
現
状
と
施
策
」
の
タ
イ
ト
ル

一二
さ
ら
に
五
十
二
年
六
月
に
は
国
内
行
一
て
い
る
。

で
、
国
内
行
動
計
画
に
闘
す
る
報
一
一
一
動
計
画
の
削
半
期
の
重
点
突
庖
旬
以
の
一
若
般
職
員
の
教
育
訓
練
の
た
め
「
省

告
書
富
一
回
〉
を
ま
柔
不
一
一
一
つ
と
し
て
、
婦
人
の
襲
撃
参
加
一
俊
研
修
研
究
セ
ン
タ
ー
」
の
役
立
、
潜

し
た
。
第

一
部
が
「
婦
人
の
現
一
一

を
促
進
す
る
特
別
活
動
推
進
要
綱
を
定

一
室
。
捜
鮒
活
用
の
た
め
ナ
l
ス
パ
ン
ク

さ
に
つ
い
て
の
ま
と
め
、
第
二
一
一
め
、
政
府
部
内
に
お
い
て
行
政
へ
の
旦
の
設
置
、
再
教
育
綿
雲
の
開
催
を
行

部
に
「
婦
人
関
係
施
策
の
説
状
」

一一
一
入
の
参
岡
山
の
鉱
大
を
凶
る
と
と
も
に
、
一
っ
て
い
る
・

差
上
げ
て
い
る
。
以
下
は
そ
の
こ
公
的
・
民
間
部
門
の
諸
機
関
・
団
体
へ
否
、
雇

用

に

お

け

る

条

件

H

施
策
の
現
状
H

(

概
ぎ
の
全
一
一
一
の
協
力
器
開
、
広
報
、
教
育
訓
練
を
通
一

交

で

あ

る

。

一

二

じ

て

の

参

加

促

進

の

活

動

を

開

始

し

一

整

備

-
・た
。

-

①

男

女

平

等

の

た

め

の

雇

用

制

度

、

第

1
章

法

制

上

の

婦

人

の

地
位
の
向
上

ー
、

家

野

関

係

法

制

の

検

討
の
現
状

昭
和
白
年
改
正
後
の
遺
族
年
金
の
額
(
月
額
)

資
料
出
所
・
厚
仕
蛮
年
金
局
(
注

3
人
口
以
降
の
子
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の

l
人
に
つ
き
月
額
四
百
円
が

加
算
さ
れ
る
)

υサ 市4

弘' n 月 F官3

円o)

保障額
子の加給

必 100f1J I…; I 2…2 I 5， 000f1 J 
i¥1族月 金 一J I 36，1 削 I 2，0山川0∞剛0ω…0 3"，OOOfJJ 

(級低保障額) …J I 36叩| 2，000f-LJ 

お 10WJ I 36， 100P1 I 

母子(惟母子)

年 金
子

母子(準母子)

福祉年制

人 1， 19， 500fJ J I 子

如
何
の
改
善
の
た
め
、
「
就
業
に
お
げ

る
男
女
平
等
問
題
研
究
会
滋
」
の
開
催

や
、
婦
人
少
年
間
短
得
議
会
勉
強
が
行

わ
れ
て
い
る
。

ま
た
若
年
定
年
制
・
結
婚
退
職
制
等

改
普
年
次
計
画
を
飯
定
し
、
差
別
的
制

度
の
解
消
に
務
め
て
い
る
。

五
十
二
年
度
か
ら
は
労
使
に
対
す
る

指
導
を
充
実
す
る
た
め
婦
人
蔵
用
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
を
配
置
し
た
。
そ
の
ほ
か

②
婦
人
に
対
す
る
法
制
上
の
特
別
箔

置
の
検
討

③
婦
人
の
臓
域
・
職
穐
の
舷
大

④
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
労
働
条
件
の

整
備
符
に
盟
問
め
て
い
る
。

4
、

農

山

漁

村

に

お

け

る

条

件

整

備

農
業
経
営
、
級
官
揖
技
術
等
に
つ
い
て

分

ぺ

ん

に

関

す

る

医

療

保

険

給

付

一

覧

2，000円

2，400円

2，000円

育児手当金

(ZT2) 

ぺ
叩 l

100，000円

100，000円

配偶者

分ぺん質

原1車報酬月額X2分の l

(汲低保障額 100，000PJ)

標準報酬月額X2分の l

(尽低保障額 100，000円)

給付基礎自額X14

(l及{丘保障害買 60，000Pj) 

作給の i月分

{倣低保障額 100，OOOf1j) 

1せん

政府管掌健康保険に同じ(付加J給付あtJ)

!日につき

俸給日数XIO分の8

産/)íji産後手~42 日分

J対t， n 

地方公務自|
等共済組合|国家公務口共済組合に同じ

議共企業体 l国家公務民共済組合に同じ
n~;)1; i芥組合 l

l臼につき

標続報酬臼額XlO分の6

1窪iliI産後各42日分

!日につき

原市l報酬日額X10分の6

産 /iif産後供42自分

金

!日につき

給付基礎日額X10分の6

産/iiI産f愛各42日分

、
3 手産出度

(組合管理算)

日 {耳E

H~l 

向。

探品自給与月額
XlOH7 

(般{低保障額)
100，000円

ョ:γめる件;:b…)
4，000国

(懇話路)

事現r供給与月額の i月分

(白町民保附額 100，000I.LJ)

!日につき

標 IW給与日額XlO分のB

i!IiJ/Ij産後各42日分

私立学校

教q被Ll共済組合

民俗康保険

ー

、

母

性

保

健

第

3
章

母
性
の
尊
重
及
び

健
康
の
擁
護

‘
お
高
い
の
で
、
結
婚
、
家
出
町
計
画
、
母

一
位
保
健
毎
の
教
育
及
び
勝
翁
や
、
母
子

母
性
保
胞
の
水
憎
を
不
す
妊
産
婦
死
一
手
恨
の
交
付
、
妊
産

m
m康
診
在
、
保

亡
率
、
内
産
期
死
亡
都
は
戦
後
大
闘
な
一
飽
指
碍
等
の
妊
産
婦
期
の
腿
康
管
理
を

改
留
を
み
て
い
る
が
欧
米
諮
問
よ
り
な
-
行
う
と
と
も
に
、
市
町
村
レ
ベ
ル
の
尽

一
位
保
健
活
動
を
推
進
し
て
い
る
。
主
な
一
る
。

一
事
業
は
、
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
の
設
一

一

一

8
、

母

性

給

付

の

水

準

一世
、
母
子
保
健
指
導
、
妊
産
M
乳
児
柏
市
一

一
保
山
間
借

A
、
家
臥
J
刷
出
川
将
、
母
子
川
町
一
母
性
給
付
の
水
市
に
つ
い
て
は
山
山
必

飽
舵
必
U
の
投
開
、
母
子
保
健
地
域
組
一
に
公
す
る
保
則
的
代
用
を
Rd
溜
し
て
改

織
行
以
、
母
子
栄
養
強
化
等
で
あ
る
。
一
留
に
務
め
て
い
る
。

2
、

勤

労

婦

人

の

母

性

保

一
4
、

地

域

保

健

謹

一

保

町

市

を

中

骸

と

し

て

地

域

住

民

の

勤
労
川
人
の
ほ
性
川
阿
波
と
し
て
、
時
一
健
康
白
川
町
の
た
め
の
ぬ
節
が
進
め
ら
れ

性
健
康
管
別
指
将
刊
笹
川
叩
の
限
定
、
母
性
一
て
い
る
。
が
ん
検
診
等
の
ほ
か
、
品
川
護

健
康
管
即
担
問
明
氏
の
設
刷
、
母
性
剛
山
市
出
↑
改
醤
対
然
、
健
康

m進
セ
ン
タ
ー
の
設

管
理
推
進
者
の
設
置
等
を
行
っ
て
い
位
が
行
わ
れ
て
い
る
。

第

4
章

生老
活後
のさ~

安に
零わ
りけ
確
る

イ呆

ー

、

年

金

制

度

の

充

実

8
、

母

子

家

庭

等

の

自

立

と
安
定

国

内

行

動

計

画

と

は

一
し
た
。
一

一
そ
の
た
め
、
今
後
凶
年
聞
を
展
望
し

政
府
は
、
昭
和

ω年
9
月
泊
日
、
閣
一
我
が
同
の
婦
人
問
題
の
疎
題
お
よ
び
胞

議
決
定
に
よ
っ
て
婦
人
問
題
企
問
推
進
一
衡
の
方
向
、
円
傑
を
削
か
に
す
る
た
め

本
部
を
設
内
し
、
国
際
問
人
年
附
一
界
会
一
円
附
人
問
題
企
阿
僧
進
本
絡
が
中
心
と
な

臓
で
の
決
定
引
項
の
閣
内
庖
飯
へ
の
収
一
っ
て
「
閣
内
行
動
計
削
」
を
作
成
し

れ
な
ど
、
姉
人
に
関
す
る
施
策
の
総
合

一た。

的
か
つ
効
m
K
的
な
推
進
を
阿
る
こ
と
と
-

ミラージュ、ぞれは、これからのクルマに求

乗るほどに、いままでになかった、人とクルマ

凶際的な新小型Illo

広く、 19Jる〈、快適な室内。
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年
金
制
度
に
お
け
る
婦
人
の
問
題
は

一
年
金
制
度
全
保
の
あ
り
方
に
か
か
る
悶
一
寡
婦
等
の
雇
用
を
促
進
す
る
た
め
、

一
題
で
あ
る
の
で
「
年
金
制
度
基
本
構
想
一
「
寡
婦
等
溜
用
奨
励
金
制
度
」
を
設
け
、

一
懇
談
会
」
に
お
い
て
他
の
年
金
に
闘
す
一
婦
人
就
業
援
助
セ
ン
タ
ー
等
に
お
い
て

一
る
必
問
題
と
併
せ
て
倹
討
が
進
め
ら
れ
一
の
相
談
機
能
の
強
化
、
職
業
例
制
手
当

一
て
い
る
一
万
年
金
額
の
水
憎
は
火
阻
に
一
の
(
五
二
年
度
平
絢
六
万
八
、

0
0
0

一
引
き
上
げ
ら
れ
、
寡
婦
加
算
制
が
新
た
一

O
円
)
の
支
給
を
行
う
と
と
も
に
「
寮

一
に
設
け
ら
れ
た
。
一
一
附
等
就
業
実
態
調
査
」
を
実
施
し
た
。

一

一

ま

た

、

母

子

家

庭

等

の

福

祉

対

策

と

一
2
、

老

人

福

祉

対

策

の

充

τて
、

母

子

星

雲

、

露

悪

資

一

E

一
金
の
貸
付
り
や
、
澄
霊
茎
母
子
年

一

t-z

一
金
、
兜
蛍
扶
撃
宇
当
等
の
所
得
保
障

の
普
及
教
育
訓
練
の
た
め
、
章
改
良
一
行
っ
て
い
る
。
一
風
設
福
祉
対
策
と
し
て
特
別
護
老
一
ゃ
、
差
益
に
よ
る
援
警
経
済
的

普
及
皆
、
重
量
普
及
昔
、
林
一
ま
た
、
地
域
住
民
需
描
巡
の
た
一
人
ホ
l
ム
を
は
じ
め
と
す
る
施
設
の
鐙
一
自
立
を
援
助
す
る
と
と
も
に
、
母
子
相

警
及
望
書
、
水
産
護
良
普
及
一
め
の
相
談
、
指
導
間
警
官
高
一
宮
進
め
て
す
現
在
三
三
、
五
六
O
志
君
事
セ
ン
タ
ー
、
億
子
衆
に
お

職
員
に
よ
る
指
導
が
行
わ
れ
て
い
る
。
一
活
動
を
行
う
民
生
寮
討
は
、
約
三
分
の
一
人
の
老
婦
人
が
入
居
し
て
い
る
。
ま
た

一け
る
生
活
娼
宅
介
侵
入
の
恨
泊
等
を

農
家
・
農
村
生
活
に
つ
い
て
の
普
及
ご
が
更
で
あ
る
が
更
に
参
加
の
促
竺
在
宅
老
人
に
対
し
て
老
人
家
庭
郡
白
一
行
っ
て
い
る
。

教
育
訓
練
と
し
て
、
①
家
庭
経
営
、
生
一
を
図
っ
て
い
る
。
一
(
五
二
年
度
一
万
二
、
六
二
O
人
)
の
一
ま
た
、
母
子
家
庭
及
び
中
高
年
恕
身

治
改
醤
等
生
活
全
般
の
指
専
の
た
め
生
一
一
派
泊
、
老
人
箔
祉
也
話
の
貸
与
、
介
俊
一
者
の
住
宅
の
安
定
を
図
る
ζ
と
と
し
て

活
事
普
及
職
員
に
よ
る
指
導
、
グ
ル
一

7
、

育

児

等

に

関

す

る

環

一
人
の
派
遣
等
を
行
っ
て
い
る
。
一
い
る
。

l
プ

の

育

成

及

び

活

動

促

進

等

書

わ

一

境

整

備

一

寸

|
|
|
|
I
l
l
i
-
-
I
l
l
i
-
-
l
J

れ

て

い

る

。

五

十

二

年

度

か

ら

、

新

た

一

①

保

育

胞

設

の

態

備

、

保

育

所

は

混

一

一

一

に
、
婦
人
農
業
従
事
セ
ミ
ナ
ー
を
開
一
在
一
万
九
、
空
白
書
、
告
は
一
一
一
第

5
章

国

際

協

力

の

推

進

一

催
し
た
。
②
地
域
社
会
活
動
へ
の
参
加
一
八
八
万
九
O
二
人
(
五
十
二
年
四
月
一
一
一
，
.
白

巴

i

l

-

-
{

-
-
-
e

一

の

活

畳

間

化

の

た

め

、

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

筋

一

日

現

在

)

と

こ

の

十

年

間

で

二

倍

以

上

一

一

一

段
等
の
整
備
活
用
、
地
域
住
民
の
自
主
一
の
伸
び
を
示
し
て
い
る
が
、
既
婚
附
人
一

r
i
l
l
-
-
Il
l
i
-
-
I
l
l
i
-
-
l
i
l
l
I
l
l
i
-
-
!
?

的
活
動
に
よ
る
地
域
生
活
震
の
改
善
一
の
就
労
傾
向
の
揃
定
求
、
震
も
一

1
、

国

連

の

諸

活

動

へ

の

一
人
の
参
加
を
若
し
た
。

が

行

わ

れ

、

五

十

二

差

か

ら

は

峰

村

一

粗

大

し

て

い

る

の

で

保

育

所

の

増

設

・

一

協

力

一

4
、

国

際

交

涜

の

推

進

婦

人

の

家

が

股

厩

さ

れ

る

と

と

と

な

っ

一

盛

備

・

趨

亙

配

置

を

進

め

る

と

と

も

に

一

一

た

。

一

運

営

貨

の

警

官

を

行

い

入

所

児

一

鼠

の

福

一

刈

山

国

巡
姉
人
の
地
位
委
員
会
に
お
い
一
「
青
年
海
外
派
泊
」
「
青
年
の
船
」

ま
た
、
生
活
改
普
普
及
職
員
の
設
置
一
祉
の
掴
進
に
努
め
て
い
る
。

一
て
、
婦
人
に
対
す
る
差
別
撤
廃
条
約
の

一
「
東
南
ア
ジ
ア
青
年
の
船
」
等
の
脅
少

と
、
そ
の
活
動
の
効
率
化
と
生
活
技
術
一
今
後
は
、
保
有
鰐
嬰
の
多
緑
化
に
対
一
検
討
を
行
っ
た
。
ィ
ヨ
ン
に
設
立
さ
れ

一年
国
際
交
流
事
業
や
文
化
変
流
婦
人
団

の
開
発
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
健
康
生
一
応
し
て
機
能
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。
一
る
婦
人
セ
ン
タ
ー
の
殺
立
に
寄
与
し
て

一俸
の
行
う
海
外
派
遣
事
業
の
補
助
を
行

活
指
導
の
充
実
が
図
ら
れ
、
五
十
二
年

一

②
育
児
休
業
制
度
の
普
及
、
乳

幼

児

一

い

る

。

一

っ

て

い

る

。

度
に
は
豊
従
事
健
康
推
進
特
別
事
一
を
有
す
る
雇
用
婦
人
に
一
定
期
間
の
脊
一

2
、

在

術

協

力

の

推

進

一

5
、

海

外

子

女

教

育

世

揮

を

実

施

す

る

こ

と

と

し

て

い

る

。

一

児

休

業

を

認

め

る

制

度

の

普

及

が

図

ら

一

一

一
れ
て
い
る
が
、
五
十
年
七
月
に
は
「
義
一
等
門
家
の
沢
泊
ゃ
、
婦
人
関
係
行
政

一

在
外
邦
人
の
子
女
の
教
育
潔
境
の
安

5
、

家

内

労

働

、

自

室

竺

務
教
育
諸
学
校
の
女
子
普
及
び
宗
一
セ
ミ
ナ
ー
等
の
研
修
民
の
受
入
れ
、
賢
一
定
の
た
め
、
日
本
人
学
校
や
富
豪

に

お

け

る

条

件

整

備

一

施
設
、
基
蕎
詰
警
空
襲
、
保
一
年
海
外
男
隊
へ
の
参
加
を
進
め
て
い
石
の
殺
事
器
、
教
ぬ
寝
泊
、
教

家
内
労
働
対
策
と
し
て
、
家
内
労
働

一
塁

話

育

課

業

に

関

す

る

法

律

」

が

一

る

。

一

蓄

の

無

償

配

本

を

行

う

と

と

も

に

、

旬
間
の
実
施
、
家
内
労
働
手
憾
の
普
及

一
望
さ
れ
、
民
間
企
業
に
対
し
て
も
、
一

8
、

国

際

分

野

の

政

策

決

一帰
国
子
女
の
受
入
れ
需
の
需
に
つ

工
貨
の
支
払
の
確
保
、
最

低

工

貨

の

決

一

百

円

児

休

業

奨

励

金

の

支

給

等

を

行

っ

て

一

一

と

め

て

い

る

。

定
、
改
定
の
促
進
党
行
っ
て
い
る
。

一
い

る

。

一

定

へ

の

参

加

一

一

一

一
8
、

国

際

条

約

内
職
対
策
と
し
て
は
、
内
職
相
談
セ

一③

家
庭
の
育
児
機
能
の
強
化

・
補
一
国
際
機
関
へ
の
進
出
は
日
本
全
俸
と
一

ン
タ
ー
で
相
談
及
ぴ
指
導
賞
作
っ
て
い
一
完
、
子
供
の
飽
全
育
成
の
た
め
の
基
こ
し
て
も
巡
れ
て
い
る
が
邦
人
女
性
の
進
一

I
し
O
条
約
の
批
准
に
つ
い
て
は
関

る

。

一

環

境

盤

備

と

し

て

、

家

庭

養

育

相

談

室

一

出

に

労

め

る

と

と

も

に

、

外

交
へ
の
帰
一
係
省
庁
で
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

一
の
補
助
や
克
直
館
、
日
氾
迎
闘
の
盤
一
ー
ー
I
l
l
i
-
-
B
I
l
l
i
-
-
-
I
l
l
i
-
-
I
l
l
i
-
-
-

6
、

市

民

活

動

へ

の

参

加

一

一

寸

l
l
I
l
l
i
l
i
-
-
I
l
l
i
-
-ー
ー
ー
」

一

側

、

都

市

児

遺

憾

全

育

成

事

業

、

校

庭

一

一

一

文
部
省
で
は
、
婦
人
の
能
力
を
凶
苑
一
開
放
事
業
、
働
く
婦
人
の
家
の
盤
備


